
衆議院議員  

木原 稔 様 

要 望 書 

～熊本港の整備促進について～ 

 

令和７年（2025 年）７月 

熊本県 

熊本連携中枢都市圏 

熊本港振興協会 

熊本港ポートセールス協議会 

熊本商工会議所 

熊本経済同友会 

熊本県工業連合会 



熊本都市圏の物流・人流の拠点であります熊本港は、港を建設す

る上で、超軟弱地盤及び大潮位差といった厳しい自然条件であるに

もかかわらず、これまで、国のご尽力により港湾施設の整備を着実

に進めていただいており、関係者一同深く感謝申し上げます。 

また、平成 28 年熊本地震以降念願であった 『耐震強化岸壁』の

整備について、昨年６月に着工いただきまして、厚く御礼申し上げ

ます。 

 

さて、平成 28 年熊本地震では、熊本港が支援物資や給水、入浴支

援の防災拠点として機能し、防災面からもその重要性を認識しまし

た。 

令和６年１月に発生した能登半島地震をはじめ、全国各地で地震

が頻発する中、大規模災害発生時において真に災害に強い九州の防

災拠点としての役割を担っていくためには、耐震強化岸壁の１日も

早い整備を図る必要があります。 

 

物流面では、令和５年４月に熊本港と神戸港を結ぶ「国際フィー

ダー航路」が就航し、コンテナ取扱貨物量は堅調に増加しています。 

また、熊本港の背後圏では、TSMC の国内第一工場が稼働開始す

るとともに、国内第二工場の建設についても敷地造成工事が始まっ

ています。これらに伴い、熊本都市圏では半導体関連産業の集積や

設備投資が活発化しており、新たな工業団地が次々に整備されてい

ます。 

さらに、令和７年４月には中九州横断道路「熊本環状連絡道路」が

新たに事業化されており、今後、中九州横断道路や熊本西環状道路

等の道路ネットワーク整備が進むことにより、企業集積地と熊本港

の速達性、定時性が飛躍的に向上することから、物流拠点としての

重要性が一段と高まり、更なる海上物流需要の増大も見込まれます。 

これらの物流需要に対応するために、令和７年１月には 2 基目と

なる新たなガントリークレーンを導入し、物流機能の向上を図った

ところであり、今後は、ふ頭用地の整備も予定しております。 



また、工業用地についても、第二次分譲地約 11 ha の分譲が進む

など、熊本港の更なる機能拡大と利用促進が期待されます。 

熊本都市圏の更なる発展のためには、高規格道路と熊本港の整備

により高度な物流ネットワークを早期に構築し、ニーズに応じた

様々な荷物を熊本港へ確実に集約することにより、利活用促進を図

ることが重要と考えています。 

引き続き国・県・市町村・民間団体と連携しながら、熊本港の利用

拡大及び利用促進にも取り組んでまいります。 

 

港湾は、わが国における経済や国民生活を支え、地域においても

活力を創造し、基幹産業の競争力強化に資するなど、極めて重要な

社会基盤です。 

企業のＢＣＰひいては日本の経済安全保障の観点から、大規模災

害時にも半導体サプライチェーンを維持し、物流・防災拠点として

背後圏企業の事業継続を支援していくためには、熊本港の耐震強化

岸壁の早期完成とともに、港湾関係予算の総枠を確保すること、ま

た、港湾の的確な維持管理や危機管理の充実、市町村への技術的支

援などを担う九州地方整備局の組織や人員を拡充し、体制強化を図

ることが必要です。 

 

つきましては、下記要望事項について、格段のご高配を賜ります

よう、お願いいたします。 

 

記 

一 熊本港の耐震強化岸壁の早期整備 

一 港湾関係予算の総枠の確保 

一 九州地方整備局の体制強化 
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1．平成28年熊本地震の時の熊本港 参考資料 P.1

１）平成28年熊本地震
➢ 平成28年熊本地震では、海上保安庁や九州地方整備局による給水、入浴支援が実施された。
➢ また、国や県の迅速な対応により、港湾機能が早期に復旧され、復旧後は支援物資・災害廃

棄物の輸送拠点としての役割を果たした。

液状化により地面から泥水が噴出し沈下

ガントリークレーンの基礎沈下

海上保安庁による
給水支援の状況（-7.5m岸壁）

九州地方整備局による
給水支援の状況（-4.5m岸壁）
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２）半導体関連企業の集積状況
【半導体関連企業の立地が加速！】
➢ 九州は全国の半導体生産額の4割程を占めており、中でも清冽で豊富な地下水量を誇る熊

本県においては多くの半導体関連産業が集積。
➢ 台湾の半導体受託生産最大手であるTSMCの熊本県への進出以降、半導体関連企業の熊

本県への進出の動きが加速。
➢ 令和6年度の半導体関連企業の立地件数は15件。現在も、多方面に進出に係る問い合わせ

等が寄せられている。

2．熊本港の貨物需要を支える企業集積状況（１） 参考資料 P.2

１）企業立地の状況
【県内立地企業件数が過去最多を記録！】
➢ 熊本港の貨物需要を支える県内への企業立地件数は、令和5年度に過去最多の72件を記録。
➢ 令和6年度は47件と減少したものの、引き続き高い水準維持。
➢ 世界有数ともいえる半導体関連企業の集積地である熊本都市圏は、台湾の半導体受託生産

最大手であるTSMCの進出を受け、今後もさらなる企業立地が期待できる。

山鹿市（１３社）
●ﾌｼﾞｸﾗﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ ●山清工業九州山鹿工場
●葵精機熊本事業所 ●ＳＢ精密
●ｱｰｽｱﾃﾝﾄﾞ熊本事業所 ●ｵﾑﾛﾝ ﾘﾚｰｱﾝﾄﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ
●鹿本金型機工 ●ﾀｶﾑﾗ･ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ
●丸山ｽﾃﾝﾚｽ工業 ●美加川製作所 ●徳神
●ﾒｲｿｳ ●ﾕｳｷ精研

宇城市（１０社）
●九州電子 ●中央電子工業
●旭国際ﾃｸﾈｲｵﾝ精密板金工場 ●ｹｲ･ｴﾑ･ｹｲ
●ｼﾏﾂﾞﾃｯｸ ●創剛精機
●ﾌﾟﾚｼｰﾄﾞ加工ｾﾝﾀｰ・技術研究所
●理化電子九州事業所 ●小川電機
●ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ九州

嘉島町（５社）
●ﾌﾟﾚｼｰﾄﾞ ●ﾐｸﾛ技研九州工場
●旭千代田工業 ●金剛 ●富田鉄工

ｓ

大津町（２７社）

●ｱﾑｺｰ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ大津地区 ●大津電子 ●ﾚｽﾀｰ
●ｼﾞｬﾊﾟﾝﾏﾃﾘｱﾙ熊本事業所 ●ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾆｸｽ熊本技術ｾﾝﾀｰ
●ｽﾘｰﾀﾞｲﾝﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ ●ﾃﾗﾀﾞｲﾝ ●ﾃﾗｼｽﾃﾑ
●東京ｴﾚｸﾄﾛﾝ九州大津事業所 ●ﾜｲｴｲｼｲﾒｶﾄﾛﾆｸｽ熊本工場
●有明技研熊本工場 ●上村ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ ●九州ｴﾊﾞｰﾛｲ熊本工場
●九州ﾏｸﾞﾃｯｸｽ ●ｺｽﾐｯｸ熊本工場 ●ｻﾝﾕｰ工業熊本事業所
●信越石英九州工場 ●ﾃｸﾉﾌﾚｯｸｽ熊本工場 ●萩原ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
●ﾌｪﾛｰﾃｯｸﾏﾃﾘｱﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ ●ﾌｼﾞﾃﾞﾉﾛ ●SCREEN SPEﾌﾟﾗｽﾃｯｸﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ
●ﾌﾟﾗｹﾐ合成 ●ｴﾑｼｰﾋﾟｰ ●JMｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ ●ﾊﾏﾀﾞﾚｸﾃｯｸ
●ﾏﾙﾗﾑﾘｻｰﾁ □ﾌｪﾛｰﾃｯｸﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ

合志市（１６社）
●ﾏｲｽﾃｨｱ合志本店 ●ﾒﾙｺﾊﾟﾜｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾁｯﾌﾟ
●三菱電機ﾊﾟﾜｰﾃﾞﾊﾞｲｽ製作所（熊本） ●日本ｴｱ･ﾘｷｰﾄﾞ
●ｲﾝﾀｰｱｸｼｮﾝ熊本事業所 ●熊本ｱｲﾃﾞｨｰｴﾑ ●東京ｴﾚｸﾄﾛﾝ九州
●ﾛｰﾂｪ九州工場 ●H･Iｼｽﾃｯｸ ●ｵｼﾞｯｸﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ合志事業所
●三晃精機 ●SHINKA Force ●新日本ｽﾃﾝﾚｽ工業合志事業所
●ﾀｲｺｰﾃｸﾆｸｽ ●PILLAR 九州工場 ●旭精機

菊池市（１４社）
●ｱﾑｺｰ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ泗水地区
●東京応化工業阿蘇工場阿蘇くまもとｻｲﾄ
●応用電機熊本工場 菊池電子 ｻﾝﾜﾊｲﾃｯｸ ●ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ
●平田機工七城工場 山清工業九州 ●旭野 ●ｱﾙﾊﾞｯｸ九州工場
●九州ｲﾉｱｯｸ ●ｸﾗﾎﾞｳ熊本事業所 ｿﾘｭｰｼｮﾝ ●日信商工NISCO熊本
●日本電子材料熊本事業所 ●ﾐﾗｲｱﾙ熊本事業所
●ｱﾙﾊﾞｯｸﾃｸﾉ ●熊谷製作所

熊本県内の企業立地件数

ｓ

益城町（１９社）
●ﾏｲｽﾃｨｱ益城本社 ●ﾒｲﾋﾞｽﾃﾞｻﾞｲﾝ ●HOYA FPD技術開発ｾﾝﾀｰ ●JCU ●日精電子 ●ｴｳﾞｫﾙﾄ
●ｼﾞｬﾊﾟﾝﾕﾆｯｸｽ熊本ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ ●ﾃｸﾉﾃﾞｻﾞｲﾝ ●ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ ●UEMATSU ●ﾐﾔﾑﾗ ●淀川ﾋｭｰﾃｯｸ
●ｱｲｴｽ･ｾﾐｿﾘｭｰｼｮﾝ ●ｱﾌﾟﾗｲﾄﾞﾏﾃﾘｱﾙｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ ●KHC ●SCREEN SPEｻｰﾋﾞｽ ●ﾃﾞｨｽｺ九州支店
●ﾃｾｯｸ熊本 ●ｶﾝｾﾂ熊本事業所

【凡例】 ●製造 ●材料 ●装置 ●部品／治工具、表面処理 ●メンテナンス、プラント ●電気、ソフト開発 □太陽光発電

熊本市周辺市町村への半導体関連企業の集積状況
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熊本市（４５社）
●九州電子 ●野田市電子 ●ﾌﾟﾘﾊﾞﾃｯｸ九州技術ｾﾝﾀｰ
●ﾙﾈｻｽｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｭｱﾘﾝｸﾞ川尻工場
●ﾀﾁﾊﾞﾅ化成熊本事業所 ●ｱｲｼﾝ九州 ●ｱﾗｵ
●くまさんﾒﾃﾞｨｸｽ ●三幸九州TEC ●ｼｰｱｲﾃｨ
●ﾃｸﾉｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ ●ﾃｸﾉﾃﾞｻﾞｲﾝ ●TOP ●平田機工
●ﾎｸｴﾂ熊本TC ●植木製作所 ●ｴﾇ･ﾃｨ･ｹｲ
●ｵｼﾞｯｸﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ ●空間ｱｰﾄｼｰﾙ ●熊防ﾒﾀﾙ
●熊本防錆工業 ●ｹｲ･ｴﾇ･ﾃｯｸ ●三晃精機
●ＴＭＤ ●ｼﾞｬﾊﾟﾝﾘｯﾁ
●東邦電子熊本営業所・工場 ●中九州金属工業
●西日本ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ工業 ●野毛電気工業九州事業部
●双葉金属 ●北翔工業 ●ﾏﾂｼﾏ ●大塚産業
●NECﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ●九州CIC研究所
●ﾃｨ･ｼｰ･ｹｲ ●ﾃｸｻｰﾌﾞ●日本ﾏｰﾃｯｸ ●帆宣ﾃｯｸ
●ﾗｼﾞｶﾙ ●ｱｳﾙｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ ●ｵｵｸﾏ電子 ●熊本ﾃｸﾉ
●ｿﾙﾌﾞﾃｯｸ ●日本ﾐﾆｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ

宇土市（７社）
●ｴｱｳｫｰﾀｰ西日本 ●三菱ｹﾐｶﾙ熊本工場
●ＮＴＦ ●ＰＴＣ ●ﾕｰｴﾑﾃｯｸ
●新菱熊本工場 ●熊本ﾏﾗﾝﾂ

菊陽町（１２社）
●ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ熊本ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ
●富士ﾌｲﾙﾑﾏﾃﾘｱﾙﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ ●ｴﾇｴｰｴｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ ●井手上精機
●SUS 熊本事業所 ●熊本ﾆﾁｱｽ ●ﾅｶﾔﾏ精密ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ
●ﾆﾃﾞｯｸSVﾌﾟﾛｰﾌﾞ ●ASMLｼﾞｬﾊﾟﾝ ●ｲﾝﾀｰﾃｯｸｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

●NECﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ●JASM

西原村（１０社）
●三井ﾊｲﾃｯｸ阿蘇事業所 ●ｾｲﾌﾞ ●ﾃｸﾉﾃﾞｻﾞｲﾝ ●ﾆｭｰｲﾝｸﾞｽ
●堀場ｴｽﾃｯｸ阿蘇工場 ●ｴﾑｲｰｴｽ ●ｴﾑ･ｴｽ･ｹｰ技研 ●ｸﾘｽﾀﾙ光学熊本工場
●ﾅｶﾔﾏ精密熊本工場 ●ﾈｸｻｽﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ

出典：企業立地ガイド KUMAMOTO（令和６年（２０２４年）１１月作成
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2．熊本港の貨物需要を支える企業集積状況（２） 参考資料 P.3

※現時点の予定であり、面積、場所等は変更となる可能性がある。

３）工業団地の整備計画
【新たな工業団地計画が続々と！】
➢ 県内の工業団地の空き区画は限られており、熊本県や市町村において複数の新しい工業団

地の整備計画が進められている。

工業団地の整備計画

１２

No.

整備

自治体 想定面積 整備場所

分譲開始

予定時期 No.

整備

自治体 想定面積 整備場所

分譲開始

予定時期

1 熊本県 約25ha
中九州横断道路沿い

（菊池テクノパーク西側）
調整中 7 西原村 約12ha

西原村鳥子

（現鳥子工業団地東側）

分譲済

（未引き渡し）

2 熊本県 約25ha
中九州横断道路沿い

（合志市）
調整中 8 大津町 約10ha

中九州横断道路沿い

（大津西IC設置予定地北東側）

令和９年度中

（予約分譲）

3 熊本県 約25ha 八代市周辺 令和１０年度 9 熊本市 約45ha

市内3エリアで官民連携の

産業用地の整備を検討

①北熊本SIC付近

②県道熊本空港線

　③国道４４３号沿線

①②調整中

③分譲済

（未引き渡し）

4 熊本県 約11ha 熊本港 分譲中 10
民間・

玉名市
約25ha 玉名市三ツ川地内 分譲中

5 益城町 約9ha 益城町惣領・福富付近
令和７年度中

（予約分譲）
11 山鹿市 約10ha 山鹿市名塚付近 令和１１年度

6 合志市 約11ha
合志市福原付近

（セミコンテクノパーク西側）

令和７年度中

（予約分譲）
12 菊陽町 約24ha

菊陽町原水

（TSMC熊本第１工場南側）
令和１３年度



2．熊本港の貨物需要を支える企業集積状況（３） 参考資料 P.4

ＴＳＭＣ関係主要施設配置図

中九州横断道路

ｾﾐｺﾝﾃｸﾉﾊﾟｰｸ

0 3Km

今藤
工業団地

熊本港

熊本駅

ＪＲ鹿児島本線

九州新幹線

上熊本駅

崇城大学前駅

西熊本駅

植木駅

川尻駅

平成駅

南熊本駅

新水前寺駅

水前寺駅

東海学園前駅

竜田口駅

武蔵塚駅

光の森駅

三里木駅

原水駅

肥後大津駅

西里駅

城南ＳＩＣ

御船ＩＣ

嘉島ＪＣＴ

益城熊本空港ＩＣ

植木ＩＣ

九州縦貫自動車道

九州横断自動車道延岡線
（九州中央自動車道）

北熊本ＳＩＣ

3

57

3

熊本西環状道道路

387

熊本ＩＣ

57

3

西合志ＩＣ

合志ＩＣ 大津西ＩＣ

325
ﾌｰﾄﾞﾊﾟﾙ
熊本

流通団地

栄
工業団地

蓮原
工業団地

菊池
ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ

合志
工業団地

443

ＴＳＭＣ

臨空
ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ

城南
工業団地

ＪＲ延伸
（肥後大津ルート）

≪凡 例≫

既存工業団地

ＪＲ・駅

ＪＲ延伸計画（熊本空港）

高規格幹線道路・ＩＣ・ＳＩＣ

国道 ※点線は計画区間



3．熊本港に期待される貨物需要 参考資料 P.5

貸家新設

戸数 床面積合計(㎡)

R4熊本県郡部 1,178 63,274

R4全国平均 267 14,889

R5熊本県郡部 2,109 105,506

R5全国平均 289 15,963

R6熊本県郡部 2,889 135,687

R6全国平均 312 16,739

２）企業集積に伴う取扱貨物量の増加

【産業人口流入に伴う木製品（住宅建材）の輸入コンテナ数が増大！】

➢ 令和6年の輸入貨物コンテナのうち、木製品が51％（全体１位）を占める。

➢ TSMC工場建設地である菊陽町を含む熊本県郡部の貸家の着工件数は、令和５年に引き続

き、令和６年も全国で１番目に多い。

➢ 新たな工業団地の計画もあり、今後も産業人口の増加による輸入量増加が期待できる。

➢ さらに、各企業の操業以降は、材料等の輸入増、製品の輸出増も期待できる。

令和６年輸入コンテナ貨物種別割合 データ：国土交通省『住宅着工統計』より
熊本県郡部における新設貸家の着工数

熊本県企業立地課調べ

全国
１位

１）国際フィーダー航路に対するニーズの高まり

【熊本港と神戸港を結ぶ国際フィーダー航路を活用したコンテナ取扱貨物が

大幅に増加】

➢ 令和5年４月の国際フィーダー航路の新規就航以降、コンテナ取扱量は堅調に推移。

➢ 加えて、令和７年１月の新たなガントリークレーンの供用開始や今後予定されている

ふ頭用地の整備によるコンテナヤード拡張、道路網整備の促進等、熊本港の更なる

利便性の向上が期待される。

➢ 企業ヒアリングの中でも、熊本港を活用した神戸からのフィーダー航路の更なる活用を

検討するなどの潜在貨物需要も確認され、将来的なコンテナ取扱量の増加が見込まれる。

0

4,000

8,000

12,000

16,000

H11 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6

熊本港コンテナ取扱貨物量の推移

増 加 傾 向
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③将 来
（中九州横断道路
～熊本西環状道路）

ＴＳＭＣ（菊陽町）→熊本港

①現 在
(国道57号経由)

②将 来
（現道～    

熊本西環状道路）

出典：ＥＴＣ2.0プローブデータ (R2.9～11）混雑時旅行速度より算出（砂原四方寄線・大津熊本道路は設計速度）

4．物流需要を支援する熊本港と道路ネットワーク 参考資料 P.6

１）熊本都市圏の道路ネットワーク整備
【道路ネットワーク整備とともに高まる物流拠点熊本港の重要性！】
➢ 着実に整備が進む中九州横断道路や熊本西環状道路により、熊本港からTSMCの所要時間

が現在の約３分の１に短縮。物流輸送が効率化され、熊本港の利便性が向上。
➢ 熊本港が海上輸送の役割を発揮し、道路ネットワークとともに物流の効率化に寄与するた

めには、耐震強化岸壁の早期整備が必要。
➢ 更なる熊本港の港湾機能強化のため、接続する道路ネットワークの整備と歩調を合わせる

ことが重要。

凡例

：開通区間

：事業中区館

：半導体関連工場

：自動車関連工場

：工業団地

熊本都市圏道路ネットワーク整備と熊本港への輸送経路

高規格道路による時間短縮効果

約１／３
に短縮


